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最
近
登
校
中
の
児
童
の
列
に
車

が
突
っ
込
む
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
危

険
箇
所
の
掌
握
対
策
は
、
万
全
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
科
省
の
方
か
ら
県

の
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
通
学
路
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
危
険
箇
所
の
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
校
内
の
廊
下
に
提
示
す
る
等
し

て
児
童
生
徒
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
全
確
保
の
為
に
、
登
校
あ
る
い
は
下
校

中
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
っ
て

い
く
よ
う
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
市
に
お
け
る
、
小
児
ア
レ
ル

ギ
ー
の
実
態
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を

保
有
し
て
い
る
園
児
は
18
名
で
す
。

　
　
　
　
「
保
育
所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
た
研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
今
後

ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基

に
市
内
12
園
中
、
公
立
保
育
園
４
園
に
つ

い
て
阿
蘇
市
の
管
理
栄
養
士
が
毎
月
献
立

を
作
成
し
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
民
営
化

さ
れ
た
宮
地
そ
れ
か
ら
内
牧
、
黒
川
保
育

園
の
３
園
に
つ
い
て
も
検
証
の
意
味
も

あ
っ
て
本
年
度
ま
で
参
考
と
し
て
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
年
２
回
の
研
修
会
に
参
加

し
、
持
ち
帰
っ
て
、
全
体
研
修
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
研
修
会
に
参
加
し
て
、

食
の
安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
に
、「「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
１
年
間

の
分
析
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、

「
単
身
高
齢
者
に
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ド

配
布
を
」、「
軽
度
・
中
度
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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森　元　秀　一

　
　
　
　
合
併
後
の
阿
蘇
市
の
人
口
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
年
間
で
１
７

７
０
人
の
減
少
、
十
年
後
の
推
定
人
口
は

２
５
９
９
３
人
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
農
業
生
産
年
齢
人
口
の
推
移
は
。

ま
た
十
年
後
の
予
測
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
１
５
７
３

人
、
平
成
22
年
１
０
２
６
人
、
十
年
後
推

定
６
６
５
人
で
す
。

　
　
　
　
農
業
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る

中
、
生
産
額
、
所
得
の
推
移
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
18
年
度
48
億
円
、
平

成
22
年
51
億
円
、
個
人
所
得
平
均
で
１
４

６
万
円
で
す
。

　
　
　
　
農
業
生
産
年
齢
人
口
確
保
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
規
模
拡
大
を
前
提
に
、

兼
業
と
専
業
を
分
け
て
構
造
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
大
規
模
化
よ
り
も
一
年
通
し
て

農
地
を
利
用
し
収
入
を
倍
増
す
る
為
の
作

物
、
生
産
技
術
を
研
究
す
る
組
織
が
必
要

と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
場
を
利
用
し
て
収

益
を
上
げ
る
研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
既
成
概
念
を
捨
て
露
地
栽
培
に

適
し
た
作
物
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
露
地
栽
培
に
は
収
益
率
の

問
題
と
他
産
地
と
の
競
争
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
含
め
て
冬
場
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
過
去
を
含
め
お
互
い
知

恵
を
出
し
年
間
働
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る

し
か
な
い
。
将
来
性
の
あ
る
作
物
は
ま
だ

あ
る
。
経
営
と
し
て
も
成
り
立
つ
。
し
か

し
お
互
い
勉
強
し
て
行
か
な
い
と
前
に
進

ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
村
合
併
後
の
人
口
推
移
は

子
育
て
支
援
、
街
づ
く
り

髙　宮　正　行

森
元

森
元

岩
下
教
育
部
長

健
康
福
祉
課
長

森
元

城
健
康
福
祉
課
長

児童の通学風景

髙
宮

髙
宮

本
山
農
政
課
長

渡
邊
経
済
部
長

髙
宮

農
政
課
長

髙
宮

髙
宮

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
万
全
か

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
に
つ
い
て

宮
川
副
市
長

経
済
部
長

髙
宮

渡
邊
経
済
部
長

橋
本
市
民
環
境
課
長

トマトハウスの風景

報
告
第
５
号　

専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
６
号　

平
成
23

年
度
阿
蘇
市
国
民
健
康

保
険
阿
蘇
中
央
病
院
事

業
会
計
継
続
費
精
算
報

告
書
に
つ
い
て

承
認
第
１
号　

専
決
処

分
し
た
阿
蘇
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

承
認
第
２
号　

専
決
処

分
し
た
阿
蘇
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

承
認
第
３
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

承
認
第
４
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て

承
認
第
５
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

承
認
第
６
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

第
３
回
臨
時
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
た
案
件
の
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

公
用
車
の
物
損
事
故
に

つ
い
て
示
談
が
成
立
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し

た
こ
と
に
よ
る
報
告
。

　

資
本
的
支
出
予
算
に
係

る
継
続
費
が
継
続
年
度
を

終
了
し
た
の
で
、
地
方
公

営
企
業
法
施
行
令
の
規
定

に
基
づ
く
報
告
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
緊
急
に
条
例
改

正
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
、
そ

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
質
疑
が
あ

り
、
本
案
は
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

今
回
の
税
条
例
改

正
の
主
な
要
点
を
具
体
的

に
。
　
　
　

東
日
本
大
震
災
に

係
る
改
正
以
外
で
は
、
固

定
資
産
税
、
住
民
税
の
改

正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
固
定
資

産
の
価
格
を
見
直
す
評
価

替
え
年
度
に
あ
た
り
ま
す

が
、
基
準
年
度
と
な
る
今

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
適
用
さ
れ
る
改
正
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施

さ
れ
て
き
た
住
宅
用
地
に

対
す
る
課
税
標
準
額
の
軽

減
が
延
長
さ
れ
、
住
宅
用

地
の
負
担
水
準
の
取
扱
い

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
年
金
所
得
者
の
申
告

手
続
き
を
簡
略
化
す
る
た

め
の
改
正
が
行
わ
れ
て
お

り
、
内
容
的
に
は
、
平
成

25
年
１
月
１
日
以
後
に
支

払
わ
れ
る
公
的
年
金
等
に

つ
い
て
、
源
泉
徴
収
税
額

の
計
算
に
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
に
係
る
申
告
が
不
要

と
な
る
も
の
で
す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
緊
急
に
条
例
改

正
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
、
そ

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
本
案
に
つ
い
て
は

特
段
質
疑
・
意
見
等
は
な

く
、
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

企
画
振
興
課
所
管
分

　
　
　

繰
越
明
許
費
補
正

の
中
央
公
園
整
備
委
託
事

業
で
、
５
０
０
万
円
の
繰

越
が
あ
る
。
こ
れ
は
12
月

の
補
正
で
増
額
し
た
分
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ

の
説
明
を
。

　
　
　

こ
の
補
正
に
関
し

て
は
、
本
年
２
月
の
臨
時

会
で
承
認
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
公
園
整
備

に
関
し
ま
し
て
、
受
託
者

の
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

が
、
会
社
全
体
で
経
費
抑

制
に
努
め
、
当
初
計
画
よ

り
安
く
仕
上
げ
て
頂
い
た

の
で
、
公
園
内
の
未
整
備

部
分
の
整
備
の
た
め
に
こ

の
ま
ま
繰
り
越
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
専
決
処
分
と
し

て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　

い
こ
い
の
村
の
厨

房
機
器
一
式
、
購
入
を
や

め
た
理
由
は
。

　
　
　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
ト
イ
レ
の
改
修
を
優

先
さ
せ
、
厨
房
機
器
の
購

入
に
関
し
て
は
、
職
員
の

工
夫
に
よ
り
対
処
す
る
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
今
回

不
用
額
と
し
て
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
議
を

経
た
結
果
、
本
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
案
件
は
、
歳
入
予
算

額
の
確
定
に
伴
う
財
源
調

整
で
あ
る
と
の
、
下
水
道

課
長
の
補
足
説
明
が
あ

り
、
特
に
質
疑
・
意
見
等

も
な
く
承
認
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
健
康
福
祉
課

長
の
補
足
説
明
が
あ
り
、

特
に
質
疑
・
意
見
等
も
な

く
、
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
高
齢
者
支
援

課
長
の
補
足
説
明
が
あ

り
、
特
に
質
疑
・
意
見
等

も
な
く
、
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

答 問

答 問

答 問

平
成
24
年
４
月
23
日

阿
蘇
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
の
経
過
と
結
果
の
報
告
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熊
本
県
の
子
ど
も
の
医
療
費
の

公
費
負
担
（
入
院
は
４
歳
未
満
）は
、
全
国

で
最
低
で
あ
る
が
、
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
等
の
政
策
は

大
事
で
す
。
せ
め
て
就
学
前
ま
で
ア
ッ
プ

す
る
よ
う
に
私
も
働
き
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
で
、
阿

蘇
市
の
市
民
税
の
増
収
見
込
み
は
い
く
ら

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
約
５
千
万
円
の
増
収

見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
市
の
子
ど
も
手
当
支
給
総

額
は
、
昨
年
度
よ
り
い
く
ら
減
額
さ
れ
る

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
３
千
９
百
万
円

の
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
市
の
児
童
生
徒
（
小
中
学

生
）
の
医
療
費
の
助
成
額
と
自
己
負
担
額

は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
額
は
、
約
千
九

百
万
円
、
自
己
負
担
額
は
、
約
６
百
５
十

万
円
で
す
。

　
　
　
　
県
内
45
市
町
村
で
37
の
市
町
村

が
自
己
負
担
を
な
く
し
て
い
る
。
昨
年
度

と
比
べ
て
、
阿
蘇
市
の
子
ど
も
家
庭
全
体

で
は
約
５
千
万
円
の
増
税
、
約
４
千
万
円

の
子
ど
も
手
当
の
受
給
減
で
約
９
千
万
円

の
収
支
減
に
な
る
。
そ
れ
で
、
児
童
生
徒

の
医
療
費
の
自
己
負
担
約
６
５
０
万
円
は

助
成
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
親
と
し
て
子
ど
も
の
体
調

を
し
っ
か
り
見
て
い
く
面
で
、
自
己
負
担

が
少
し
は
あ
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
市
は
就
学
前
の
子
ど
も
の

医
療
費
が
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
）、
児

童
生
徒
も
現
物
給
付
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
物
給
付
は
交
付
金

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
（
減
額
）
が
あ
る
の
で
困

難
で
す
。

　
　
　
　
現
物
給
付
を
県
内
の
医
療
機

関
・
薬
局
ま
で
対
象
を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
料
も
い
る
し
、

県
内
ま
で
対
象
を
広
げ
る
の
は
難
し
い
で

す
。

　

他
に
、

「
太
陽
光

発
電
設
置

の
補
助
金

制
度
創
設

に
つ
い

て
」
の
質

問
が
あ
り

ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

川　端　忠　義

　
　
　
　
３
月
の
当
初
予
算
で
、
１
５
０

０
万
円
、
測
量
設
計
委
託
料
で
、
幹
線
道

路
の
支
線
分
「
池
田
赤
溝
線
」
の
道
路
新

設
改
良
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
計
画
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
３
月
24
日
付
で

内
閣
府
よ
り
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受

け
て
、
道
路
整
備
交
付
金
事
業
費
を
利
用

し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の

５
ヶ
年
計
画
で
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。
距
離
的
に
は
１
．
２
㎞
で
、
県
道
阿

蘇
一
の
宮
線
か
ら
市
道
下
西
河
原
塩
井
線

ま
で
で
、
一
応
本
年
度
は
設
計
だ
け
で
、

翌
年
度
か
ら
工
事
に
入
り
ま
す
。

　
　
　
　
道
路
の
幅
員
は
。

　
　
　
　
　
　
５
．
５
ｍ
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
幹
線
道
路
か
ら
小
嵐
山
ま
で
の

道
路
拡
張
は
。

　
　
　
　
　
　
約
９
０
０
ｍ
あ
り
、
中
通

古
墳
群
と
い
う
よ
う
な
文
化
財
、
史
跡
が

あ
り
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
拡

幅
に
向
け
て
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
現
在
、
牛
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い

な
い
牧
野
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。
ま
た
、

そ
の
維
持
管
理
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
55
牧
野
で
18
牧

野
が
使
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
入
会

権
者
が
輪
地
切
り
野
焼
き
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
昨
年
、
２
３
１
頭
、
県
内
か
ら

牛
馬
が
阿
蘇
の
草
原
に
委
託
放
牧
さ
れ
て

い
る
。
草
原
が
荒
れ
な
い
た
め
に
も
委
託

放
牧
を
進
め
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
。
ま

た
、
土
地
利
用
型
の
中
で
、
北
外
輪
山
一

帯
を
一
本
化
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
化
、
ま
た
有
畜

農
家
の
減
少
し
て
い
く
中
で
、
広
域
的
な

部
分
で
草
原
を
活
用
し
、
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
使
わ
れ
て
い
な
い
牧
野

が
あ
っ
て
も
、
入
会
権
の
た
め
使
い
た
く

て
も
使
え

な
い
と
い

う
牧
野
が

あ
り
ま
す
。

早
急
に
仕

組
み
づ
く

り
を
進
め

て
い
く
必

要
が
あ
る

と
思
っ
て

い
ま
す
。

幹
線
支
線「
池
田
赤
溝
線
」今
後
の
道
路
拡
張
は

井　手　明　廣

 対象年齢 対象年齢
（入院） （外来）

小学生以上は入院：2,000円/月

外来：1,000円/月・自己負担

自己負担なし

自己負担なし

自己負担なし

自己負担なし

小学生以上は年間
100000円が補助限度額

自己負担なし 償還＋現物

自己負担限度額 支給方法

償還+現物

償還+現物

償還+現物

償還

償還

償還

小国町 中３ 中３

西原村 小６ 小６

産山村 中３ 中３

高森町 中３ 中３

南阿蘇村 中３ 中３

市町村

阿蘇市 中３ 中３

南小国町 中３ 中３

今
後
の
草
原
維
持
に
つ
い
て

川
端

川
端

川
端

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

川
端

川
端

川
端

川
端

佐
藤
市
長

佐
藤
市
長

山
口
税
務
課
長

城
健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

井
手

井
手

井
手

井
手

土
木
部
長

渡
邊
経
済
部
長

土
木
部
長

井
手

本
山
農
政
課
長

髙
橋
土
木
部
長

拡張が待たれる枝線

阿蘇市町村の医療費助成一覧表（Ｈ24.4.1 現在）
（５）

議
案
第
44
号　

訴
訟
の

提
起
に
つ
い
て

承
認
第
７
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

承
認
第
８
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

承
認
第
９
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
国
民
健
康
保
険
阿

蘇
中
央
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

同
意
第
３
号　

教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

議
案
第
45
号　

熊
本
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
高
齢
者
支
援

課
長
の
補
足
説
明
が
あ

り
、
特
に
質
疑
・
意
見
等

も
な
く
、
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
波
野
支
所
長

の
補
足
説
明
が
あ
り
、
特

に
質
疑
・
意
見
等
も
な

く
、
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
阿
蘇
中
央
病

院
事
務
局
長
の
補
足
説
明

が
あ
り
、
特
に
質
疑
・
意

見
等
も
な
く
、
承
認
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　

総
務
部
長
よ
り
、
株
式

会
社
阿
蘇
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
つ
い
て
の
現
況
、
訴
訟

の
提
起
に
至
る
ま
で
の
経

緯
等
補
足
説
明
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
質
疑
・
意
見

が
あ
り
、
本
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
　

訴
訟
と
い
う
こ
と

で
、
供
託
金
、
弁
護
費

用
、
裁
判
費
用
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　
　
　

そ
れ
ら
の
費
用
に

つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
の

中
で
請
求
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

供
託
金
は
返
っ
て

く
る
が
、
弁
護
士
費
用
と

裁
判
費
用
は
、
滞
納
し
て

い
る
税
金
と
相
殺
と
い
う

ふ
う
に
考
え
た
方
が
良
い

の
で
は
。

　
　
　

税
金
が
早
急
に
回

収
で
き
る
と
い
う
考
え
方

で
は
そ
の
通
り
で
す
が
、

新
し
い
所
有
者
に
賃
料
と

し
て
経
費
分
を
上
乗
せ
す

る
こ
と
も
一
案
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

新
た
に
ゴ
ル
フ
場

を
経
営
し
た
い
と
い
う
会

社
の
申
し
出
が
あ
る
の

か
。

　
　
　

現
所
有
者
の
話
で

は
、
こ
の
問
題
が
片
付
け

ば
、
売
買
契
約
は
い
つ
で

も
で
き
る
相
手
を
見
つ
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

本
案
件
は
、
熊
本
市
の

政
令
指
定
都
市
移
行
に
よ

る
行
政
区
の
設
置
に
伴

い
、
所
在
地
の
変
更
が
必

要
に
な
っ
た
た
め
の
規
約

の
一
部
変
更
で
あ
る
と
の

補
足
説
明
が
あ
り
、
特
に

質
疑
・
意
見
等
も
な
く
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

本
案
件
は
、
教
育
委
員

会
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

新
た
に
委
員
の
任
命
を
行

う
も
の
で
あ
る
と
の
補
足

説
明
、
ま
た
、
新
た
に
任

命
し
た
い
者
の
略
歴
等
の

説
明
が
あ
り
、
本
案
は
同

意
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

[

氏
名] 　

　

阿
南　

誠
一
郎　

[

住
所]

　

阿
蘇
市
波
野
大
字
滝
水

　
　
　
　
　

４
３
１
番
地

[

最
終
学
歴]

　

国
立
熊
本
大
学

　

教
育
学
部

　
　

昭
和
50
年
３
月
卒
業

[

職
歴]

　

熊
本
県
教
諭
及
び

　

熊
本
県
教
育
庁
職
を
歴
任

　

本
年
３
月
31
日
退
職

答 問 答

答問 問

新
教
育
委
員
紹
介

新
教
育
委
員
紹
介
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